
                                                                    

日頃より、読書指導に御協力いただき、ありがとうございます。今年度の中学部の読書月間

の取り組みの様子を紹介します。 

11 月 6 日から 12 月 13 日まで、全校一斉の読書月間でした。中学部では、委員会活動で

話し合い、タブレットで読書月間のポスターを作って掲示しました。また、どんな本を読んだの

か記録するために読書ログを付け始めました。読める本が厚くなり、なかなか冊数は伸びませ

んが、選ぶ本が絵本から単行本や小説に変わり、感想を共有しようとする姿に成長を感じてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月には、沼津市立図書館へ行き、図書カードを作成し、電子図書館の利用のためのオリ

エンテーションを受けてきました。電子図書館を利用することにより、タブレットでいつでも

図書館の本が読めるようになりました。また、読みにくいときには拡大して好きな大きさにし

て読むことができるようにもなりました。今後も活用していきたいと思います。 

待ち時間には、自分の生まれた日の新聞を探して読みました。読み物だけでなく、新聞や雑

誌、映像資料等が充実しており、「こんなことが知りたいけれど、どの資料を調べたらよいか

わからない」というときにも、レファレンスの職員さんに相談して必要な資料を探していただ

くことができます。電子図書館もおすすめですが、まだ全ての本が電子になっているわけでは

ないので、何度か足を運んで、うまく利用できるようになってほしいと思います。今回カード

を作ったことにより、沼津市内の地区センターに設置されている図書コーナーの本も借りられ

るようになりましたので、今後、自分に便利な利用の仕方が見つけられるとよいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 10 日には、市立図書館の方にお越しいただき、読み聞かせや、本の苦手な人にもお

勧めできる本を紹介していただきました。オシャレやマナーの本、人気アニメへの素朴な疑問

を集めた本、動物の写真集、太宰治や芥川龍之介等の名作に美しい挿絵を付けて手に取りやす

くしたもの、有名人が書いた本等、本が苦手な人でも手を伸ばしたくなるような読みやすそう

な本をセレクトして持ってきてくださいました。 

まずは興味のもてる本を手に取って、ページをめくる感触を味わってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

                                                                    令和７年 1 月 

                                  静岡県立沼津聴覚特別支援学校 

中 学 部    文責：川村 中学部図書だより



『第２回 伝えよう発表会』 

12 月 18 日には、自立活動「伝えよう発表会」で、沼津視覚特別支援学校の中学部のみな

さんをお招きし、お勧めしたい本のブックトークを行いました。みなさんから、「面白そうだ

と思った。」や「手画きのイラストがかわいくて読んでみたくなった。」「読む人によって様々

な視点で読んでいて、感じ方が違っておもしろかった。」等の感想をいただき、大変励みにな

りました。 

 

  

 

 

 

 

ブックトークより  『ぼくの色、見つけた！』志津栄子  中学部 1 年       
僕は志津栄子さんの『僕の色、見つけた！』という本を紹介します。この本は色覚障害を持っている信太郎という

男の子の話です。色覚障害とは色の区別ができない障害です。この主人公は、色覚障害によっていろいろなハプ

ニングが起こりました。初めは障害で周りとは違うということが恥ずかしいという気持ちを持っていたからです。け

れど、先生との出会いやお爺さんとのやりとりをきっかけに、周りの人に相談しやすくなったり、心情が前向きに変

わっていったりします。 

僕がこの本で一番好きなシーンは、主人公がゴッホの絵に出会ってとても感心しているところです。理由は、そこ

から色々な考え方が変わってきて、この障害をプラスに捉え始めたきっかけのシーンだからです。その時、信太朗

のお爺さんが信太郎に言った言葉がこちらです。 

「色っていうのは、一人一人見え方が違うんだ。ゴッホにはゴッホの信太郎には信太郎の色がある」 

この言葉を聞いて、障害も 1 つの個性だと捉えると良いのかなと思いました。 

僕は、この本を読んで、誰かとのやりとりや、悩みをいうことが大事なのだと思いました。また、僕も聴覚のことで

困っている事があったら、周りの人に相談するようにしたいと思いました。とても面白い本なので、皆さんもぜひこ

の本を読んでみてください。 


